
 

１回目：1月 20日（日）：11人参加 
東中学校美術部顧問高浜先生の 
指導＋美術部生徒２人手伝い 

２回目：1月 27日（日）：10人参加：東中生徒２人手伝い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  こうした大勢の方々の「影の努力」が、修立地区自慢の“あんどん桜まつり”を後世につなぐ糸になってい

きます。関わっていただきました皆様、本当にありがとうございました。 

  この行灯は、3 月 16 日（土）に地域の皆さん（中学生も参加予定）と協働で、天神川土手に取り付ける作業

をします。今から 3月下旬に始まる桜とスイセンとあんどんとの共演を、どうぞ楽しみにしていてください。 

令和６年３月 10 日 

第５号  
修立地区 
まちづくり協議会 

 

 
「天神川あんどん桜まつり」に向けた取組み 

 

 

2月 22日（木）に修立小学校で新規の行灯づ

くりをしてきました。 
修立小では、１年生の描いた下絵を６年生が組み

立てるという共同作業をしています。 
まちづくり協議会の石本会長が手順を説明する

と、アッという間に作り上げてくれました。さすがです。 

 

2月 18日（日） 
午前：新規作成分の行灯約 120個 
午後：補修行灯約 420個 

この両者の数は、これまでで一番多い数です。と
りわけ補修する数が 400 個（長年風雪にさらされて

劣化が激しい）以上もあるので、かなり大変な作業に
なりました。 
皆さんがモクモクと作業をこなされたおかげで、予

定よりずいぶん早く作業が終了しました。本当にご
苦労様でした。そしてありがとうございました。 

例年２月になると、まちづくり協議会主催の恒例で重要な作業が行われます。 

それは、「天神川あんどん桜まつり」に使う、約 1,000個の行灯（あんどん）の 

新規作成や補修の作業です。 

今年度のポイントは次の２つです。 

 

 

  

① 史上初希望者自身の「手づくり行灯教室」を 2回実施。 

② これまで作成してきた行灯の傷みが激しく、修復が難しかった。 

 

参加者（幼稚園児からお年寄りまでのべ 21人）は、幾つか
の切り絵の下絵を組み合わせたり、自分で下絵を準備したり
して、各自思い思いのステキな絵柄を完成させていました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

2月 23日（金）に今年度最後の活動「エコクッキング」（参加者： 

子供１０人、サポーター９人）をしました。 

「エコクッキング」とは、「身近な食生活から始めるエコ活動」のこと 

で、具体的には、「環境を思いやりながら、買い物・調理・食事・片づ 

けなどの食生活を実践すること」です。 

  今回気を付けたことは、文化祭にフリーマーケットを出店して得たお金をもとにして 

① 食材を地産地消すること   ②今年度のテーマ「川（平地）」を意識して食材を調達すること 

② 自分から進んで調理に関わること   ④残さず楽しくたべること  

などです。そして、今回はなんと、長―い長―い長―い太巻き寿司（全長 5ｍ70 ㎝）を、みんなでワイワイ言

いながらごはんを敷いたり、具を入れたり、声をかけ合い協力したりして巻きました。しかもあまりにおいしかっ

たようで、ペロリと平らげてしまいました。（あまりに長い太巻きなので、みんなで分けて持ち帰りもしました。） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

修立こどもエコクラブは、平成 16（2004）年に修立地区公民館内に設立（来年度が 20年目。日本 

   環境協会が組織する全国事務局に加入）された、県内でも歴史あるエコクラブの一つです。 

これまで鳥取市主催の循環型都市推進事業「エコ工作部門」において、毎年数々の賞を受賞して 

   きています。また、平成 27（2015）年・平成 30（2018）年にはロシアに訪問して地元の人達と交流を行 

うなど、輝かしい活動の歴史を残してきています。 

これまでのこうした活動をふまえ、昨年度から改めて３年計画を立て、毎年のテーマに沿って（R4 

「海」、R5「川（平地）」、R6「山」）地道に活動してきました。今年度は子供たちが 20人、サポーター 

（保護者）30人の方が加入しています。 

そこで、修立地区の皆さんにお願いです。   

来年度５月頃に、改めてご案内をさしあげます。ぜひご検討ください。 

  1月に義援金箱を設置して以降、公民館を利用される方々はもとより、わざわざ 

持ってきてくださる方もたくさんありました。本当にありがとうございました。 

義援金は、3月 5日（火）日本海新聞社に持参しました。その後は日本赤十字社 

を通して、被災地の復興に役立てられるとのことです。 

なお、募金箱はもうしばらく公民館事務室に置いておきます。遠慮なくお声かけください。 

子供たちと一緒に活動して、エコな生活に
ついて学んでみませんか！ 
 
  

こんなに長いのりま
きははじめて見た。
のりものりまきもお
しるもおいしかっ
た。（小３男子） 

ギネス世界記録は
のこせなかったけれ

ど、長～い太まきず
しはおいしかったで
す。（小２女子） 

みんなとふとまきず
しができて楽しかっ
たです。（小３女子） 

エコだし、おいしかったし、みんなと協力
できたので楽しかった。（小５男子） 

協力しておいしい太ま
きができてよかったで
す。（小５女子） 


